






研究要旨 妊娠中の労働内容によって妊娠の予後は異なるかどうか、および、就労妊婦に

対する保健指導上のポイントは何か、を明らかにするために調査・研究を行った。本年度

は研究初年度であるため、東京都母子保健サービスセンターのデータベースに記録された

分娩データを用いてパイロットスタディを行った。その結果、早産、重症妊娠悪阻、切迫

流産、重症妊娠中毒症等の事象に関しては、就労女性では非就労女性に比較して発生頻度

が高くなる可能性が示唆された。今後は、職種の分類、および労働に伴う身体的・精神的

負荷についての客観的な評価法を検討し、前方視的調査においてさらに詳細な調査が必要

であると思われる。 


